環境設備投資と環境マネジメントに関する質問票
【本調査の趣旨】
　設備投資予算に関する会計研究は、設備投資予算の経済性評価技法に関する研究が多く行われてきました。現実の企業の中では、設備投資のプロセスは、企業ごと、あるいは同一企業内でも投資案件の性質によって異なることが予想されます。また、各プロセスにふさわしいマネジメントのあり方はいかなるものか、設備投資の成果に影響をもたらす要因は何であるのか、その解明は研究途上であります。
　本調査は、東日本大震災の後に、改めてエネルギー・マネジメントが求められる状況下において、環境設備投資の意思決定がどのように行われているのか、その現状と課題について明らかにすることを目的としています。本研究の成果を通じて、環境設備投資が促進され、環境マネジメントが発展する方向性を明らかにしたいと考えております。
　調査票は、環境担当責任者様に送付させて頂いております。本調査にご回答頂くにあたりふさわしい環境設備投資プロジェクトを想定頂き、必要であれば適任部署へご回送頂くようお願い申し上げます。
【本調査における環境設備投資】
　本調査における環境設備投資とは、省資源、省エネルギ－、エネルギーの創造、エネルギーの蓄積に関する投資案のことを言います。
【ご回答内容の取り扱いについて】
　ご回答から得られたデータは、統計的処理により分析を行い、研究調査のみを目的として利用させて頂きます。個別の企業が特定できる形で、無断で回答内容を公表することは一切ございません。また、ご希望の企業には、概要報告書を送付させて頂きます。
【回答者ご記入欄】ご回答頂く方に関する情報の記入をお願い致します。
	貴社名
	

	所在地
	〒　　　　－


	ご回答者ご芳名
	（ご所属・役職名）
　　　　　　　　　　　様

	電話番号
	
	E-mail
アドレス
	

	FAX番号
	
	
	

	結果報告書の送付
	□　希望する　　　  □　希望しない

	インタビュー
	□　可　　　　　　　□　否


本調査は、日本学術振興会・科学研究費補助金『環境経営意思決定を支援する環境会計システムに関する総合的研究』による支援のもとで、東京理科大学山根里香研究室、青山学大学大学院小倉昇研究室、神戸大学大学院國部克彦研究室の共同研究として実施するものです。
＜問い合わせ先＞
何かご不明な点がございましたら、下記の調査担当者にご一報頂ければ幸いです。
東京理科大学経営学部　
講師　博士(経営学)　山根　里香　（やまね　さとか）
〒346-8512　埼玉県久喜市下清久500
電話　0480-21-7617
e-mail ： yamane@rs.tus.ac.jp

	Ⅰ　貴社が採択された環境設備投資の実施概要について伺います。


 (設問1)　本調査へのご回答にあたり、貴社にとって重要な環境設備投資を想定してください。下記にはその基本情報をご記入ください。なお、質問項目6～7については、あてはまるものに○をご記入下さい。本調査における環境設備投資とは、省資源、省エネルギー、エネルギーの創造、エネルギーの蓄積に関する投資案のことを言います。
	1
	投資額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　百万円

	2
	耐用年数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

	3
	環境設備投資予算枠の有無
	①　有　　　　　（　　　）
②　無　　　　　（　　　）

	4
	年間総設備投資額における環境設備投資の割合
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

	5
	当該環境設備投資への外部補助金の有無
具体的な金額をご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百万円）
	①　有　　　　　（　　　）
②　無　　　　　（　　　）

	具体的な内容

	

	6
	省エネルギー、省資源を目的とする設備投資
	

	7
	エネルギーの創造、エネルギーの蓄積を目的とする設備投資
	


	Ⅱ　貴社が採択された環境設備投資を取り巻く状況について伺います。


(設問2)　貴社が、環境設備投資を検討するにあたり、以下の項目をどの程度重視しましたか。
	あてはまる番号１つを○で囲んで下さい。
	


	1
	市場や顧客のニーズを反映する
	1     2     3     4     5     

	2
	地域の利害関係者のニーズを反映する
	1     2     3     4     5     

	3
	設備の利用開始から使用済み設備の除却・廃棄に至るライフサイクルを通じて発生する事業コストや事業リスクの低減を実現する
	1     2     3     4     5

	4
	設備の利用開始から使用済み設備の除却・廃棄に至るライフサイクル環境負荷や環境コストを削減する
	1     2     3     4     5

	5
	法規制や業界標準を超えた環境対応を実現する
	1     2     3     4     5

	6
	製品や商品のリユース・リサイクル工程を検討した上で環境設備投資を行う
	1     2     3     4     5

	7
	環境設備のリユース・リサイクルを含めた設備のライフサイクルの観点から設備投資を行う
	1     2     3     4     5


(設問3)　貴社が、環境設備投資を検討するにあたり、以下の項目をどの程度考慮しましたか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	高い環境負荷削減効果を達成するため、従来とは違った新しい技術が必要である
	1     2     3     4     5

	2
	設備投資後の運用に必要な保守・管理技術は新しい技術である
	1     2     3     4     5

	3
	環境設備投資に伴う新しい技術と既存の技術とのすり合わせに課題がある
	1     2     3     4     5

	4
	環境設備投資の伴う新技術の導入は、産業内における競争上の優位を強化する機会を提供する
	1     2     3     4     5

	5
	環境設備導入にあたり、同業他社の動向を重要視する
	1     2     3     4     5

	6
	市場や顧客のニーズは年々、変化する
	1     2     3     4     5     

	7
	地域住民やNGO・NPOなどの利害関係者を意識した設備投資計画が必要となっている
	1     2     3     4     5

	8
	サプライヤーや顧客、金融機関等の取引条件として高いレベルの環境対応が求められている
	1     2     3     4     5

	9
	環境法規制の動向を把握し、基準の前倒しを意識しなければならない
	1     2     3     4     5

	10
	環境設備の導入や、その後の保守・管理に伴う技術は機密性が高い
	1     2     3     4     5     


(設問4)　貴社の環境戦略として、環境設備投資に際し以下の項目をどのように認識していますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	企業（グループ）全体の環境戦略の実現に貢献するべきである
	1     2     3     4     5

	2
	企業（グループ）全体のトータル・リスク・マネジメントの一環に位置づけられる
	1     2     3     4     5

	3
	社会的要請の高い環境目標を優先する必要がある
	1     2     3     4     5

	4
	環境マネジメントにおいて、特定の環境保全プロジェクトの着手から終結に至るまでに発生するライフサイクル・コストの削減を目指す
	1     2     3     4     5

	5
	環境マネジメントにおいて、将来偶発的に発生する規制遵守費や修復費などの偶発コストも検討するべきである
	1     2     3     4     5

	6
	環境設備投資の実施においては、サプライヤーとの協力が必要である
	1     2     3     4     5

	7
	環境設備投資の実施においては、運用段階での保守・管理業務において専門的技術や知識を持つパートナーとの協力が必要である
	1     2     3     4     5

	8
	環境設備投資の実施において、同業他社の技術を採用することも選択肢の一つである
	1     2     3     4     5

	9
	環境設備投資の実施において、自社で新技術開発を手がけることが競争優位性の確保につながる
	1     2     3     4     5


	Ⅲ　貴社の環境設備投資決定のプロセスについて伺います。


(設問5)　貴社が環境設備投資案を作成するにあたり、以下の項目をどの程度検討しますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	全社的な環境方針や環境戦略を反映したものである
	1     2     3     4     5

	2
	競合他社の環境設備投資の動向を反映した
	1     2     3     4     5

	3
	環境法規制の動向を反映し、設備の耐久性を検討した
	1     2     3     4     5

	4
	地域社会の要請や地方自治体の規制を反映した
	1     2     3     4     5

	5
	同一の環境目標に対して、経済性への影響を考慮し複数の案件を検討した
	1     2     3     4     5

	6
	公的な補助金や金融機関の優遇された融資を検討した
	1     2     3     4     5

	7
	設備の除却後の転用や廃棄に伴うコスト見積を検討した
	1     2     3     4     5

	8
	環境設備投資案の作成段階において、本社の環境担当部署と綿密なやりとりが行われた
	1     2     3     4     5

	9
	環境設備投資案の作成にあたり、社内横断プロジェクトチームが構成された
	1     2     3     4     5


(設問6)　貴社が環境設備投資案を審議・承認するにあたり、以下の項目はどの程度該当しますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	環境設備投資の審議・承認においても、所定の手順が定められている
	1     2     3     4     5

	2
	本社の環境方針や環境戦略に基づいて承認される
	1     2     3     4     5

	3
	事業所・工場の要請を優先的に反映し、承認される
	1     2     3     4     5

	4
	一定の環境性能を達成することを最優先にして、その次に経済性を考慮する
	1     2     3     4     5

	5
	技術部門や環境部門等の専門部署の意向が反映される
	1     2     3     4     5

	6
	社内横断プロジェクトチームにおいて、多面的に投資案のもたらす環境性・経済性の影響について検討された
	1     2     3     4     5


(設問7)　貴社において承認された環境設備投資案の実施・事後評価にあたり、以下の項目はどの程度該当しますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	環境設備投資の運用、保守・管理は、環境マネジメントシステムの管理項目に含まれる
	1     2     3     4     5

	2
	環境設備投資の実施が、長期的な視点で環境マネジメントシステムの有効性の向上に貢献している
	1     2     3     4     5

	3
	設備稼働後に、投資プロジェクトの経済性を事後評価する
	1     2     3     4     5

	4
	設備稼働後に、投資プロジェクトの環境性を事後評価する
	1     2     3     4     5

	5
	経済性の観点から、採算がとれなかった投資プロジェクトの原因を分析する
	1     2     3     4     5

	6
	環境性の観点から、目標に達成しなかった投資プロジェクトの原因を分析する
	1     2     3     4     5

	7
	環境設備投資の実施に伴う環境データは、工場レベルでのみ集計・把握されている
	1     2     3     4     5

	8
	環境設備投資の実施に伴う環境データは、全社レベルで統一的に集計・把握されている
	1     2     3     4     5

	9
	社内横断プロジェクトチームの中で、設備投資の運用について意見交換が行われている
	1     2     3     4     5

	10
	本社の環境対応部署が、設備投資の運用についてアドバイスを行っている
	1     2     3     4     5

	11
	環境設備投資に伴う不適合や成功事例の開示や共有化が全社的にできている
	1     2     3     4     5


	Ⅳ　貴社の環境設備投資決定の手続きについて伺います。


(設問8)　貴社における環境設備投資案件の決定とその際の評価方法について、以下の項目はどの程度該当しますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	事業所における環境設備投資の審査のプロセスは通常の設備投資と異なる
	1     2     3     4     5

	2
	事業所における環境設備投資の予算枠がある
	1     2     3     4     5     

	3
	環境設備投資の案件のための独自のルールやマニュアルがある
	1     2     3     4     5

	4
	環境設備投資案の経済性評価において、回収期間法を適用する
	1     2     3     4     5

	5
	環境設備投資案の経済性評価において、現在価値法を適用する
	1     2     3     4     5

	6
	環境設備投資案の経済性評価において、会計的利益率法や内部収益率法を適用する
	1     2     3     4     5

	7
	環境設備投資案の評価においては、回収期間を伸長する
	1     2     3     4     5

	8
	環境設備投資案の評価においては、利益率あるいは割引率を低く設定する
	1     2     3     4     5

	9
	環境設備投資案の評価においては、環境保全プロジェクトの着手から終結に至る間に発生するライフサイクルを見積もる
	1     2     3     4     5


	Ⅴ　貴社が採択された環境設備投資の成果の評価について伺います。


(設問9)　環境設備投資の成果の評価に際し、以下のそれぞれの項目をどの程度達成できたとお考えですか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	環境設備投資の保守・管理に関する運用コストの削減
	1     2     3     4     5

	2
	市場における優位性の確保
	1     2     3     4     5

	3
	実質的な環境負荷の削減や環境目標の達成
	1     2     3     4     5

	4
	環境基準の達成
	1     2     3     4     5

	5
	環境イメージの向上
	1     2     3     4     5

	6
	新技術の開発
	1     2     3     4     5

	7
	新技術の他事業への転用
	1     2     3     4     5

	8
	業界基準への自主基準の採用
	1     2     3     4     5

	9
	新技術を扱う組織能力の増大
	1     2     3     4     5

	10
	投資額当たりの環境負荷削減量の最大化
	1     2     3     4     5

	11
	環境法規制の遵守に伴うコストの減少
	1     2     3     4     5

	12
	生産性の向上やプロセス・イノベーションの実現
	1     2     3     4     5

	13
	従業員や社員の環境モラルの向上
	1     2     3     4     5

	14
	環境マネジメントに対する従業員・社員間での自発的な学習促進
	1     2     3     4     5

	15
	環境設備投資の決定・運用プロセスを通じた環境マネジメントの学習効果の向上
	1     2     3     4     5

	16
	環境設備投資の決定・運用プロセスからの知見を他の事業プロジェクトへ転用
	1     2     3     4     5


	Ⅵ　貴社で運用されている環境マネジメント全般について伺います。


(設問10)　貴社で運用されている、環境マネジメントに関する基本情報について伺います。各項目について記入をして下さい。
	1
	ISO14001の現在の認証取得形態
※　該当する方に○をつけてください。
	①　個別認証　（　　　）
②　統一認証　（　　　）

	2
	ISO14001認証を初めて取得した年月
	　　　　　　　　年　　　　　　月

	3
	ISO14001の統合認証へ移行した場合はその年月
	　　　　　　　　年　　　　　　月

	4
	環境監査の一環として、事業所内でセルフアセスメントを　実施している。
※　該当する方に○をつけてください。
	①　実施している　（　　　）
②　実施していない（　　　）

	5
	規格への適合性だけではなく、パフォーマンスの監査を　実施している。
	①　実施している　（　　　）
②　実施していない（　　　）


（設問11）　貴社における環境マネジメントを支える組織体制について、以下の項目はどの程度該当しますか。
	あてはまる番号を○で囲んで下さい。
	


	1
	全社的に環境委員会や環境会議は定期的に開催される
	1     2     3     4     5

	2
	事業所の環境委員会や環境会議に、本社からのスタッフが頻繁に参加する
	1     2     3     4     5

	3
	企業内の環境プログラムは充実している
	1     2     3     4     5

	4
	従業員や社員は企業内への環境研修プログラムに定期的に参加している
	1     2     3     4     5


アンケートはこれで終了です。ご協力、誠にありがとうございました。
あまり重視しない





どちらともいえない





非常に重視する





やや重視する





重視しない





どちらともいえない





非常に考慮する





やや考慮する





考慮しない





あまり考慮しない





あてはまる





ややあてはまる





あてはまらない





どちらともいえない





あまりあてはまらない





どちらともいえない





非常に検討する





やや検討する





検討しない





あまり検討しない





あまりあてはまらない





ややあてはまる





あてはまらない





どちらともいえない





あてはまる





あまりあてはまらない





あてはまらない





あてはまる





ややあてはまる





どちらともいえない





どちらともいえない





あてはまる





ややあてはまる





あてはまらない





あまりあてはまらない





どちらともいえない





やや達成





目標を上回り達成





達成できず





あまり達成できず





どちらともいえない





あてはまる





ややあてはまる





あてはまらない





あまりあてはまらない









